
私が会長を務めております

落語芸術協会は、平成 22年

より「ゆとろぎホール」」に

て寄席公演を行います。こ

れまでもご当地は落語会を

開催するなど、寄席演芸へ

の関心が高いそうですが、

お客様の中には落語会と寄

席の違いをお尋ねになる方

がいらっしゃいます。落語

会とは文字通り落語だけで

すが、寄席とは落語以外に

も漫才・曲芸・奇術など様々な演者が出演してお客様

のご機嫌をうかがうものです。羽村のみなさんには、

これを機会に寄席の魅力をお感じください。たくさん

のご来場をお待ちしております。

社団法人　落語芸術協会会長

桂　歌丸
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羽村市民一人ひとりの生涯学習を支援する情報誌

ゆとろぎで行う羽村市教育委員会主催の
コンサートのチケットは下記で取り扱っ
ています。

ゆとろぎチケットカウンター
9：00～ 17：00（月曜日休館）
☎042-570-0707

羽村市スポーツセンター
9：00～ 17：00（月曜日休館）
☎042-555-0033

マルフジ青梅・羽村・福生市内
10店舗のサービスカウンター

西多摩新聞社チケットサービス
☎フリーダイヤル0120-61-3737

マークのイベントには「一時保育」
（有料・要予約）があります。

※各コンサートに関するお問合せまたは
　「一時保育」の申込み・お問合せは、
　　ゆとろぎ　☎042-570-0707
　へどうぞ。

ゆ

ス

マ

に

保

ゆ
と
ろ
ぎ
寄
席

テケ、テ
ンテンテ

ン……

　

ゆ
と
ろ
ぎ
が
開
館
し
て
以
来
、
数
多
く
の
お

笑
い
フ
ァ
ン
・
落
語
愛
好
家
の
み
な
さ
ん
に
お

楽
し
み
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
「
ゆ
と
ろ
ぎ

寄
席
」
が
装
い
も
新
た
に
再
登
場
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
ゆ
と
ろ
ぎ
寄
席
は
、
主
に
二
つ

目
の
噺
家
さ
ん
を
中
心
に
、
真
打
ち
で
も
昇
進

し
て
日
の
浅
い
若
手
の
中
か
ら
、
将
来
名
人
に

成
長
す
る
だ
ろ
う
と
お
ぼ
し
き
噺
家
さ
ん
を

発
掘
し
、
ゆ
と
ろ
ぎ
の
高
座
を
踏
み
台
に
提
供

し
て
育
て
よ
う
、
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
し
た

が
、
今
回
か
ら
落
語
芸
術
協
会
（
桂
歌
丸
会

長
）
の
全
面
的
な
ご
協
力
を
得
て
、
熟
練
若
手

と
幅
広
く
落
語
や
講
談
、
演
芸
の
面
白
さ
を
み

な
さ
ん
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
趣
向

で
す
。
若
手
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
テ
レ
ビ
で

お
馴
染
み
の
噺
家
さ
ん
や
講
談
師
さ
ん
、
芸
人

さ
ん
が
年
４
回
の
ゆ
と
ろ
ぎ
公
演
に
登
場
し
て

く
れ
ま
す
。

　

さ
て
さ
て
、「
新
・
ゆ
と
ろ
ぎ
寄
席
」
は
ど

ん
な
高
座
を
楽
し
め
る
の
で
し
ょ
う
か
。
新
生

な
っ
た
ゆ
と
ろ
ぎ
寄
席
に
、
是
非
、
家
族
揃
っ

て
お
運
び
く
だ
さ
い
。

日
時　

１
月
24
日
（
日
）

　
　
　

開
場
午
後
２
時
／
開
演
午
後
２
時
30
分

会
場　

ゆ
と
ろ
ぎ
小
ホ
ー
ル
（
全
席
自
由
）

入
場
料　
〈
前
売
り
〉　

一
般
１
０
０
０
円

　
　
　
　
〈
当
日
売
り
〉
一
般
１
２
０
０
円

　
　
　
　

高
校
生
以
下　

５
０
０
円

※
チ
ケ
ッ
ト
は　
　
　
　
　

で
販
売
中

※　
　

未
就
学
児
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。
一
時
保
育
（
有
料
・
要
予
約
）

が
あ
り
ま
す
。

ゆ
ス
マ
に

保

え～毎度バカバカしい噺を…

お後
がよ
ろし
いよ
うで
…

開
演

新
装

■
出
演
者
■

前
座　

笑
福
亭
羽
光

真
打　

桂　

米
福

　

―

中
入
り―

奇
術　

マ
ジ
ッ
ク
・
ジ
ェ
ミ
ー

真
打　

桂　

平
治

マジック・ジェミー

桂　平治 桂　米福

笑福亭羽光



高
た か は し

橋武
た け じ

治さん（67歳）

仕事は一筋、趣味は多彩。今年始めたキーボード
の面白さにはまった中華の料理人

さ
っ
そ
く
の
質
問

―
―

キ
ー
ボ
ー
ド
バ
ン
ド
に
参
加
し
よ
う
と

思
っ
た
き
っ
か
け
は
？

「
女
房
が
、
ゆ
と
ろ
ぎ
通
信
の
記
事
を
見
て

『
行
っ
て
み
れ
ば
』
っ
て
…
」

―
―

以
前
か
ら
習
い
た
い
と
思
っ
て
い
た
？

「
特
に
そ
う
い
う
わ
け
で
も
な
い
け
ど
、
音

楽
は
好
き
で
す
よ
。
歌
を
習
っ
た
こ
と
も
あ

る
し
、
若
い
こ
ろ
に
は
ギ
タ
ー
も
少
し
」

―
―

じ
ゃ
、
楽
譜
も
バ
ッ
チ
リ
？

「
い
や
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
ん
で
、
難
し

い
で
す
よ
。
一
人
で
練
習
し
て
ち
ょ
っ
と
弾

け
る
よ
う
に
な
っ
た
か
な
と
思
っ
て
も
、
み

ん
な
と
や
る
と
合
わ
な
か
っ
た
り
、
し
ば
ら

く
間
が
空
け
ば
忘
れ
ち
ゃ
う
し
ね
」

　
「
で
も
お
も
し
ろ
い
よ
」
と
言
う
高
橋
さ

ん
。
伺
え
ば
こ
れ
ま
で
の
人
生
で
、
い
ろ
ん

な
こ
と
に
挑
戦
し
て
き
た
経
歴
を
お
持
ち
の

よ
う
で
あ
る
。

　

中
学
生
の
頃
は
野
球
部
だ
っ
た
の
で
、
40

歳
く
ら
い
ま
で
は
社
会
人
の
草
野
球
チ
ー
ム

で
プ
レ
イ
。
20
代
に
は
混
声
合
唱
団
に
所
属

し
て
い
た
。
新
聞
の
団
員
募
集
記
事
を
見
て

行
っ
た
と
こ
ろ
、
教
会
で
毎
週
練
習
す
る
と

て
も
本
格
的
な
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
50
代
で
始

め
た
テ
ニ
ス
が
15
年
。
ゴ
ル
フ
歴
も
４
〜
５

年
だ
と
か
。
独
身
の
頃
は
、
俳
句
も
か
じ
っ

た
が
、
こ
れ
は
向
か
な
い
と
思
っ
て
や
め
た
。

民
謡
を
習
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
カ
ラ
オ
ケ
が

「キーボードバンドサークルの新人に、ゆとろぎ近くの中華料
理店のおじさんがいるんだよ」と聞いて会いに行った。60 代後
半になって、キーボードを初歩から習おうと思うそのおじさん
の原動力は何なのか？人生のすべてのステージで、学びたいこ
とを学ぶ、「生涯学習」の原点を考えるお話です。 第９回

連　載
私の生涯学習

全
盛
期
を
迎
え
る
以
前
、
宴
会
の
と
き
に
手

拍
子
で
歌
え
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
っ
た

か
ら
。

　

こ
ん
な
多
趣
味
な
人
は
余
程
の
ヒ
マ
人

か
、
恵
ま
れ
た
家
庭
で
育
っ
た
ボ
ン
ボ
ン
か

と
思
っ
た
が
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。

農
家
の
次
男
坊

　

高
橋
さ
ん
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
さ
な

か
、
雪
深
い
秋
田
県
横
手
市
の
、
農
家
の
二

男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
家
を
継
ぐ
長
男
以
外

は
、
外
で
仕
事
を
見
つ
け
る
の
が
当
た
り
前

の
時
代
だ
っ
た
。
中
学
卒
業
と
同
時
に
15
歳

で
上
京
し
た
。

「
上
野
駅
に
ひ
と
り
で
着
い
た
と
き
、
雨
が

降
っ
て
て
真
っ
暗
で
ね
。
東
京
っ
て
、
も
っ

と
明
る
い
、
都
会
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
か
？
っ

て
、
心
細
か
っ
た
ね
」

　

葛
飾
の
お
も
ち
ゃ
工
場
に
住
み
込
み
で
働

く
こ
と
１
年
。
ど
う
も
自
分
に
は
合
わ
な
い

と
、
仕
切
り
直
し
て
今
度
は
、
板
橋
の
中
華

料
理
の
食
堂
に
。
や
は
り
住
み
込
み
で
下
働

き
か
ら
始
め
、
見
習
い
が
順
番
に
作
る
賄
い

飯
で
田
舎
の
塩
っ
ぱ
い
味
付
け
を
修
正
し
、

先
輩
の
技
を
見
習
い
、
修
業
を
重
ね
た
。

　

と
き
は
高
度
経
済
成
長
の
時
代
、
板
橋
近

辺
の
人
口
は
急
増
し
、
店
は
次
々
に
支
店
を

増
や
し
、
銘
店
街
の
店
舗
を
任
さ
れ
る
ま
で

に
な
り
、
20
代
半
ば
で
独
立
。
東
大
和
に
自

分
の
店
を
開
業
し
た
。
そ
の
後
、
道
路
事
情

の
変
化
や
第
二
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
、

世
間
の
荒
波
の
中
で
料
理
人
と
し
て
の
研
鑽

と
経
営
者
と
し
て
の
苦
労
を
重
ね
な
が
ら
店

を
大
き
く
し
て
き
た
。

料
理
の
勉
強
に
終
り
は
な
い

　

聞
け
ば
聞
く
ほ
ど
、
毎
日
が
一
所
懸
命
で
、

持
て
余
す
ヒ
マ
な
ん
か
な
さ
そ
う
な
人
生
で

あ
る
。

「
で
も
、
客
商
売
は
平
日
に
休
み
が
と
れ
る

し
、
け
っ
こ
う
い
ろ
い
ろ
で
き
る
ん
で
す
よ
。

な
に
か
や
っ
て
る
と
、
そ
の
仲
間
に
誘
わ
れ

て
別
の
こ
と
に
も
手
を
出
し
た
り
ね
」

　

と
は
い
え
本
業
の
方
も
、
営
業
時
間
内
だ

け
仕
事
を
す
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は
な

く
、
閉
店
後
の
深
夜
、
定
期
的
に
中
華
料
理

の
先
生
を
招
い
た
勉
強
会
に
参
加
し
、
本
場

の
味
を
勉
強
す
る
た
め
台
湾
に
ま
で
出
か

け
、
そ
れ
に
加
え
て
の
早
朝
野
球
や
休
日
テ

ニ
ス
、
音
楽
修
業
で
あ
る
。

「
中
華
料
理
に
も
流
行
が
あ
る
し
、
ひ
と
通

り
覚
え
て
一
人
前
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
、
勉
強
は
終
わ
る
こ
と
は
な
い
」

と
仕
事
も
趣
味
も
、
手
抜
き
な
し
の
一
本
勝

負
な
の
で
あ
る
。

隠
居
は
ま
だ
先

　

他
店
で
修
業
を
積
ん
だ
長
男
、
Ｉ
Ｔ
企
業

か
ら
の
転
身
で
経
理
等
を
担
当
し
て
く
れ
て

い
る
三
男
を
加
え
て
の
家
族
経
営
で
、
そ
ろ

そ
ろ
楽
隠
居
で
き
そ
う
な
今
も
、

「
こ
の
頃
、
独
学
で
菓
子
作
り
に
も
挑
戦
中
。

こ
れ
ま
た
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
は
で
き
な

い
け
ど
」

　

好
奇
心
は
い
く
つ
に
な
っ
て
も
尽
き
な
い

よ
う
だ
。
い
っ
た
い
「
学
ぶ
」
と
は
ど
う
い

う
こ
と
な
の
か
、
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。『
勉

(

つ
と)

め
て
強(

し)

い
て―

さ
せ
ら
れ
る
』

勉
強
は
、
残
念
な
こ
と
に
あ
ま
り
身
に
つ
か

な
い
こ
と
が
多
い
。

　

自
分
の
力
を
つ
け
る
た
め
に
、
自
分
の
可

能
性
を
広
げ
る
た
め
に
、
自
ら
の
意
志
で
選

ん
だ
何
事
か
に
取
り
組
む
と
き
、
人
は
本
気

で
学
び
、
そ
の
成
果
を
成
長
と
し
て
実
感
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て
】

「
キ
ー
ボ
ー
ド
、
う
ま
く
で
き
り
ゃ
嬉
し
い

し
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
人
前
で
披
露
す
る
の

は
ま
だ
ま
だ
恥
ず
か
し
い
ん
だ
よ
」
と
笑
う

高
橋
さ
ん
。「
大
人
の
初
心
者
も
Ｏ
Ｋ
っ
て

い
う
ピ
ア
ノ
の
先
生
の
と
こ
ろ
に
、
今
度
、

通
お
う
か
と
思
っ
て
い
る
」
と
も
。
本
業
で

あ
れ
、
趣
味
で
あ
れ
、
今
の
自
分
よ
り
成
長

し
た
い
と
思
う
気
持
ち
を
持
ち
続
け
、
行
動

に
移
し
て
い
く
高
橋
さ
ん
。
生
涯
学
習
に
は
、

境
遇
も
年
齢
も
地
位
も
関
係
な
い
。

（
取
材
・
江
久
保
千
英
／
撮
影
・
平
田
栄
一
）

10：00～18：00／ゆとろぎ展示室（入場無料）
※初日は14：00開場・最終日は16：00閉場

第
８
回
西
多
摩
再
発
見
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

N
IS
H
IT
A
M
A

百
景

写
真
展

NISHITAMA百景写真展特別企画

織
お り さ く

作峰
み ね こ

子に学ぶ
やさしい写真教室
1 17 日

13：30～ 15：30
ゆとろぎ講座室 1
定員先着 80名（入場無料）

　
「
魅
力
あ
ふ
れ
る
西
多
摩
の
自
然
や
文
化

を
写
真
で
捉
え
、
そ
の
成
果
を
広
く
発
表

し
、
西
多
摩
地
域
内
外
の
文
化
交
流
を
促
進

し
、
地
域
の
発
展
に
寄
与
す
る
」
を
趣
旨
に

第
８
回
目
を
迎
え
た
『
西
多
摩
再
発
見
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
』
の
入
選
作
品
展
が
１
月
12

日
（
火
）
か
ら
17
日
（
日
）、
ゆ
と
ろ
ぎ
展

示
室
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
は
、「
私
の
好

き
な
西
多
摩
の
風
景
、
催
事
、
今
昔
（
組
み

写
真
）、
花
・
鳥
・
昆
虫
（
場
所
が
西
多
摩

と
わ
か
る
も
の
）」
を
テ
ー
マ
に
、
小
学
生

以
上
の
人
な
ら
ば
プ
ロ
・
ア
マ
を
問
わ
ず
、

誰
で
も
応
募
が
可
能
。
審
査
委
員
長
は
河
野

和
典
（
株
式
会
社
ス
タ
ジ
オ
レ
イ
代
表
・
日

本
カ
メ
ラ
社
編
集
顧
問
）、
審
査
員
は
石
川

彌
八
郎
（
石
川
酒
造
会
長
）、岡
野
法
世
（
陶

芸
家
）、
並
木
恒
延
（
漆
芸
家
・
日
展
評
議

&

第７回最優秀賞（日本カメラ社賞）受賞『繭玉飾りの頃』（撮影：加藤賢斉氏（羽村市））

員
）、
村
山
利
夫
（
映
像
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

の
各
氏
。
協
賛
企
業
に
西
多
摩
を
代
表
す
る

企
業
が
名
を
連
ね
、
西
多
摩
最
大
規
模
の
写

真
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。

　

２
０
０
９
年
度
の
募
集
は
11
月
末
に
締
め

切
ら
れ
、
目
下
、
審
査
委
員
に
よ
る
厳
正
な

審
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
12
月
中
旬
に
全

応
募
作
品
の
中
か
ら
入
選
作
品
１
０
０
点
が

選
ば
れ
、
入
選
者
に
は
通
知
さ
れ
ま
す
。
写

真
展
の
最
終
日
に
は
、
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
・

部
門
別
特
別
賞
・
来
場
者
に
よ
る
人
気
投
票

な
ど
が
決
定
さ
れ
、
受
賞
者
に
表
彰
状
と
副

賞
が
贈
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
女
流
写
真
家
と

し
て
活
躍
中
の
織
作
峰
子
氏
を
ゲ
ス
ト
に
迎

え
て
、
特
別
イ
ベ
ン
ト
『
織
作
峰
子
に
学
ぶ

や
さ
し
い
写
真
教
室
』
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

織
作
峰
子
さ
ん
は
石
川
県
生
ま
れ
。
学
生

時
代
に
友
人
が
送
っ
た
写
真
が
き
っ
か
け

で
、
１
９
８
１
年
度
ミ
ス
ユ
ニ
バ
ー
ス
日
本

代
表
に
選
ば
れ
、
そ
の
任
期
中
に
写
真
家
の

大
竹
省
二
氏
と
出
会
い
、
翌
82
年
、
大
竹
省

二
写
真
事
務
所
に
。
５
年
間
の
ア
シ
ス
タ
ン

ト
を
経
て
、
87
年
に
独
立
。
以
来
、
独
特
の

優
し
い
視
線
で
世
界
各
国
の
美
し
い
風
景

や
人
物
の
瞬
間
を
撮
り
続
け
、
全
国
で

写
真
展
を
多
数
開
催
し
写
真
集
も

数
多
く
出
版
。
現
在
、
大
阪

芸
術
大
学
写
真
学
科
教
授
と

し
て
指
導
に
あ
た
る
か
た
わ

ら
、
テ
レ
ビ
出
演
や
講
演
に

幅
広
く
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
西
多
摩
再
発
見

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
審
査
委
員
長

の
河
野
和
典
氏
と
ト
ー
ク
形
式
で
織

作
流
の
写
真
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
楽
し
く
語
っ
て

い
た
だ
く
予
定
で
す
。先
着
80
名
で
す
の
で
、

お
聴
き
逃
し
の
な
い
よ
う
に
カ
レ
ン
ダ
ー
に

チ
ェ
ッ
ク
を
！

１年は早いものですね、２００９年も残りわずかとなりました。今年もさまざまな形でゆとろぎをご
愛顧いただき、心からお礼を申し上げます。ゆとろぎはみなさまのお役に立つことができたでしょう
か。みなさまに喜んでいただけたでしょうか。来年は、さらに知恵を集めて今年以上に充実した事業
をご提供できるよう、関係者一同、がんばりますのでご支援ご協力をよろしくお願いいたします。
ということで、早々と、来年１月から３月に開催される展示と講座事業のいくつかをご紹介します。

羽村に生まれ羽村で育
ち、こよなくアートを愛
した故中根喜七郎氏が遺
した約160点の寄贈作
品の中から、“宇宙の愛
のメッセージ”を青と金
を基調にして描いた堀本
恵美子氏の作品を中心に
約40点の抽象画を展示
します。

■アート展■

ゆとろぎ所蔵作品展

1

1 20 24
10：00～17：00（最終日は16：00閉場）
ゆとろぎ展示室（入場無料）

3 3 14
9：00～22：00

（最終日は16：00閉場／月曜日休館）

ゆとろぎ展示室（入場無料）

作
美
術
展
佳
作
賞
、
95
年
同

展
準
大
賞
な
ど
を
受
賞
。
こ

れ
ま
で
に
新
宿
紀
伊
國
屋
画

廊
や
銀
座
ア
ー
ト
ホ
ー
ル
ほ

か
で
８
回
の
個
展
を
開
催
す

る
な
ど
、
精
力
的
に
活
躍
中

で
す
。
１
９
５
０
年
北
海
道

生
ま
れ
。
自
由
美
術
協
会
会

員
。
Ｔ
Ａ
Ｃ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
員
。

　

大
野
美
代
子
さ
ん
は
、
20

代
の
頃
か
ら
生
命
を
め
ぐ

る
環
境
や
、
生
命
科
学
な
ど

の
問
題
を
見
つ
め
な
が
ら

制
作
を
続
け
て
い
る
洋
画

家
で
す
。
93
年
日
仏
現
代
美

術
展
ア
カ
デ
ミ
ー･

デ･

ボ

ザ
ー
ル
賞
を
は
じ
め
と
し

て
、
95
年
自
由
美
術
展
平
和

賞
、
93
・
94
・
01
年
多
摩
秀

高橋武治さん　　昭和 17 年秋田県横手市生まれ。中学卒業後上京。
中華の料理人として修業を重ね、羽村に中華料理店を開店して 30年
になる。今春から団塊世代のキーボードバンド「メリーメロー」に参加。

2ゆとろぎ通信 Vol. ７（2009年 12月１日発行／通巻 15号）3 ゆとろぎ通信 Vol. ７（2009年12月１日発行／通巻15号）

大野美代子展
い
の
ち

生
命
合
成
か
ら
宇
宙
ま
で

「転地」

主
催
／
西
多
摩
百
景
写
真
展
実
行
委
員
会

後
援
／
羽
村
市
教
育
委
員
会

水

水



　

新
企
画
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座
」
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
内
容
を

具
体
的
に
紹
介
し
、
実
践
に
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
第
１
回
の
テ
ー
マ
は
、
中
高
年
は
も

と
よ
り
大
学
生
、
社
会
人
に
も
関
心
の
高
い

「
日
本
語
教
師
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
で
す
。

　
「
日
本
語
教
師
」
の
役
割
は
、
日
本
語
を

母
語
と
し
な
い
外
国
籍
の
人
に
日
本
語
を

教
え
る
こ
と
で
す
が
、
教
え
る
場
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
場
合
、
そ
の
多
く
は
特
に
資
格
を

必
要
と
し
ま
せ
ん
。
日
本
語
の
知
識
を
持
ち
、

不
自
由
な
く
使
い
こ
な
す
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
だ
れ
で
も
日
本
語
教
師
に
な
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
講
座
の
第
１
回
で
は
、
杏
林
大

学
の
嵐
洋
子
先
生
を
講
師
に
迎
え
て
、
日
本

語
の
面
白
さ
や
日
本
語
を
教
え
る
側
が
知
っ

て
お
く
べ
き
こ
と
（「
日
本
語
」
と
「
国
語
」

の
違
い
と
か
、
日
本
語
の
発
音
と
外
国
語
の

発
音
の
違
い
な
ど
）、学
習
者
（
外
国
籍
の
人
）

が
戸
惑
い
や
す
い
事
柄
や
誤
解
し
や
す
い
事

柄
、
学
習
者
と
接
す
る
際
の
注
意
す
べ
き
事

柄
な
ど
を
実
例
や
先
生
の
ご
研
究
の
成
果
を

基
に
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
入
場
は
無

料
。
こ
の
回
だ
け
の
聴
講
も
可
能
で
す
。　

YUTOROGI SCIENCE THEATERYUTOROGI SCIENCE THEATER

 

３
回
目
を
迎
え
た
「
ゆ
と
ろ
ぎ
サ
イ
エ
ン

ス
・
シ
ア
タ
ー
」
は
、
前
回
ま
で
の
〝
大
宇

宙
の
旅
〞か
ら
一
気
に
地
球
に
舞
い
戻
っ
て
、

ミ
ク
ロ
の
世
界
へ
ご
案
内
し
ま
す
。
そ
こ
は

ど
こ
あ
ろ
う
、
私
た
ち
の
す
ぐ
足
元
の
「
草

む
ら
」
で
す
。

　
「
草
む
ら
」
は
私
た
ち
に
は
あ
り
ふ
れ
た

場
所
で
す
が
、
雑
草
を
分
け
入
っ
て
特
別
な

レ
ン
ズ
で
覗
い
て
み
る
と
、
ア
リ
、
バ
ッ

タ
、
ケ
ム
シ
、
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
、
カ
ブ
ト
ム

シ
な
ど
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
小
動
物
が
雑
草

の
〝
巨
大
な
森
〞
の
中
を
往
来
し
、
懸
命
に

生
き
て
い
る
姿
に
出
会
い
ま
す
。
肉
眼
で
は

観
る
こ
と
の
で
き
な
い
宇
宙
と
同
じ
く
ら
い

に
、
不
思
議
と
驚
き
の
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

栗
林
慧
氏
は
昆
虫
写
真
家
の
第
一
人
者
と

し
て
世
界
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
充
分
な
撮

草むらの宇
ワ ン ダ ー ラ ン ド

宙
昆虫写真家・栗林慧

さとし

氏の講演会と写真展

栗林　慧（くりばやし・さとし）氏　　　1939 年、中国大陸生まれ。
陸上自衛隊、保険会社勤務の後、1969 年、生物生態写真家とし
て独立。アリをはじめさまざまな昆虫を独自の視点と技術で撮り
続けている。2000 年、自分で改造したビデオカメラで撮影した
作品、『草間の宇宙』で第 41回科学技術映像祭内閣総理大臣賞を
受賞。2001 年、週刊現代ドキュメント写真大賞ネイチャー・フォ
ト部門賞受賞。2006 年、科学写真のノーベル賞といわれるレナー
ト・ニルソン賞受賞。2008、年学術、芸術上の発明・改良・創作
に関する功績者として紫綬褒章を受章。長崎県在住。

影
機
材
が
な
か
っ
た
時
代
に
、
栗
林
氏
自

身
が
制
作
し
改
良
を
重
ね
た
特
殊
な
カ
メ

ラ
と
レ
ン
ズ
を
駆
使
し
て
〝
ア
リ
の
目
線
〞

で
と
ら
え
た
画
像
・
映
像
は
ま
さ
に
〝
栗

林
ワ
ー
ル
ド
〞
と
呼
ば
れ
、
そ
こ
に
収
め

ら
れ
た
、
昆
虫
や
植
物
が
自
然
の
中
で
い

き
い
き
と
活
動
す
る
姿
は
、
科
学
性
と
芸

術
性
兼
ね
備
え
た
作
品
と
し
て
、
各
界
か

ら
称
讃
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

講
演
会
に
は
栗
林
氏
を
講
師
に
迎
え
て
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
映
像
や
ス
ラ
イ
ド
写
真
を
鑑
賞
し

な
が
ら
、
昆
虫
の
生
体
や
撮
影
に
ま
つ
わ
る

興
味
深
い
お
話
を
う
か
が
い
ま
す
。
定
員

６
０
０
名
。
未
就
学
児
も
入
場
で
き
ま
す
。

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
か
送
迎
を
お

願
い
し
ま
す
。
受
講
希
望
者
は
１
月
27
日

（
水
）
以
降
に
電
話
も
し
く
は
直
接
ゆ
と
ろ

ぎ
窓
口
で
事
前
申
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、〝
栗
林
ワ
ー

ル
ド
〞
を
間
近
に
じ
っ

く
り
と
堪
能
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、
写
真

展
も
同
時
に
開
催
し
ま

す
。
そ
の
ほ
か
、
当
日

お
楽
し
み
の
企
画
も
準

備
し
て
い
ま
す
。

　

視
点
を
変
え
る
と
見

え
て
く
る
異
次
元
世
界

の
面
白
さ
を
お
た
の
し

み
く
だ
さ
い
。

2010年２月 27日（土）
10：00～ 12：00
ゆとろぎ大ホール（入場無料）
※講演会の受講申込みを１月 27日（水）から
　☎もしくは直接ゆとろぎ窓口で受け付けます。

講
演
会

サイエンス・フォト・ギャラリー
2010年２月 19日（金）～27日（土）
10：00～ 17：00（最終日は16：00閉場）
ゆとろぎ展示室（入場無料）

写
真
展

　

受
講
生
を
50
歳
以
上
の
中
高
年
男
性
に

限
定
し
た
講
座
が
始
ま
り
ま
す
。

　

羽
村
市
に
長
年
住
ん
で
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
地
域
で
の
交
流
を
も
て
て
い
な

か
っ
た
男
性
を
対
象
に
、
定
年
後
の
生
き

方
を
見
直
す
ヒ
ン
ト
を
様
々
な
角
度
か
ら

紹
介
し
、
講
座
を
通
し
て
、
地
域
で
の
居

場
所
づ
く
り
や
仲
間
づ
く
り
に
つ
な
げ
て

い
た
だ
こ
う
、
と
い
う
の
が
こ
の
講
座
の

趣
旨
で
す
。

　

講
座
の
第
１
日
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
を
考
え
な
が
ら
、
自
ら
の
生

き
方
を
見
直
し
、
人
生
を
楽
し
む
ヒ
ン
ト

を
学
び
ま
す
。
２
日
目
は
、
元
気
に
シ
ニ

ア
ラ
イ
フ
を
過
ご
す
た
め
の
心
と
体
の
健

康
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
実
践
方
法

を
学
び
ま
す
。
最
終
日
は
、「
そ
ば
打
ち
」

開催日時 内容 開催場所 定員・受講料

第
１
日

2010 年
２月７日（日）
10：00～ 12：00

「人生を楽しむヒント」
講師：宮本厚士氏
（シニアライフアドバイザー）

ゆとろぎ２F
講座室２

●定員20名
（50歳以上の男性）

●受講料
材料費込み
1500 円
（全３日分）

第
２
日

２月 21日（日）
10：00～ 11：30

「心と体の健康」
講師：堀松英紀氏と
　　　スポーツトレーナー

ゆとろぎB１F
リハーサル室

第
３
日

３月７日（日）
10：00～ 15：00

「そば打ち講座」
講師：島田辰雄氏

コミュニティーセンタ―２F
調理研修室

※受講希望者は往復ハガキに講座名・氏名・住所・年齢・電話番号を明記して、ゆとろぎへ。
　１月 29日（日）必着。
※受講料は全３回で 1500 円です。講座初日に一括で納入していただきます。
※お問合せは、ゆとろぎ事務局☎ 042-557-0707 でお受けします。

●
サ
ロ
ン
で
ト
ー
ク

青あ

お

や

ぎ柳
有ゆ

か佳
さ
ん
の

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
談

　

毎
年
、
10
月
の
初
旬
に
『
グ
ロ
ー
バ
ル
・

フ
ェ
ス
タ
』
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
日
比
谷

公
園
で
開
催
さ
れ
て
い
る
の
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
外
務
省
、
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
（
独
立
行
政
法
人
「
国
際
協
力
機

構
」）
が
日
本
の
民
間
海
外
支
援
団
体
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
団
体
な
ど
に
参
加
を
呼
び
か
け
て
、
日

本
の
海
外
協
力
事
業
を
広
く
国
民
に
知
っ

て
も
ら
お
う
と
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
で

８
回
目
を
迎
え
、
海
外
支
援
活
動
に
関
心
を

持
つ
た
く
さ
ん
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
そ

の
中
で
際
立
っ
て
い
た
の
は
若
者
の
多
さ

で
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
に
開
催
す
る
「
サ
ロ
ン
で
ト
ー

ク
」
の
ゲ
ス
ト
は
、
本
誌
前
号
の
「
私
の

生
涯
学
習
」
欄
で
ご
紹
介
し
た
青
柳
有
佳
さ

ん
で
す
。
青
柳
さ
ん
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
海
外
青

年
協
力
隊
や
日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
モ
ロ
ッ
コ
、
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
な
ど
で

現
地
の
子
ど
も
た
ち
に
日
本
語
や
日
本
文

化
を
教
え
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
以
前
に
は
、

羽
村
市
内
で
日
系
人
の
子
ど
も
た
ち
を
支

援
す
る
活
動
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、「
子
ど
も
と
教
え
る
こ
と
が
好
き
な
ん

で
し
ょ
う
ね
。
人
手
が
足
り
な
い
、
必
要
と

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
、
日
系
の
子
ど
も
た
ち
の

支
援
を
続
け
た
い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
「
サ
ロ
ン
で
ト
ー
ク
」
で
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
の
写
真
や
資
料
を
も

と
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
苦
労
や
楽
し
み
、

喜
び
、
あ
る
い
は
、
驚
い
た
こ
と
、
な
ど
な

ど
貴
重
な
体
験
を
語
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

世
界
を
も
っ
と
知
り
た
い
と
思
っ
て
い

る
方
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
海
外
ボ
ラ
ン
テ

イ
ア
を
志
し
て
い
る
方
に
も
役
立
つ
情
報

が
た
く
さ
ん
聞
け
そ
う
で
す
の
で
、
青
柳
さ

ん
に
質
問
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
２
月
11
日
（
祝
・
木
）　

午
後
２
時
〜
４
時

●
ゆ
と
ろ
ぎ
講
座
室
１
（
入
場
無
料
）ドミニカ共和国のラ・ベーガという町の日本語学校で日系の子ど

もたちを教えていた青柳有佳さん。羽村市在住。（撮影／村山利夫）

開催日時 内容 開催場所 定員・受講料

第
１
回

2010 年
１月 29日（金）
13：30～ 15：30

「日本語教師入門」
講師：嵐洋子氏
（杏林大学外国語学部）

ゆとろぎ２F
講座室１A

定員 40名

入場無料

第
２
回

２月５日（金）
13：30～ 15：30

「日本語学習を体験」
講師：野島佳代氏
（日本語教師）

ゆとろぎ２F
学習室１

定員10名

１人 500円

（第２～第４回分）

第
３
回

２月６日（土）
10：00～ 12：00

「日本語教室を見学①」
（協力：羽村日本語学習会）

福祉センター１F
大会議室

第
４
回

２月 18日（木）
10：00～ 12：00

「日本語教室を見学②」
（協力：翼の会）

コミュニティーセンター２F
視聴覚室

※受講料は第２回～第４回で 500円です。第２回の受講時に一括で納入していただきます。
※第１回のみの受講申込みは、12/16（水）午前９時からゆとろぎ事務局☎ 042-570-0707 でお受けし
　ます。
※第２～４回の申込みは、往復ハガキに講座名と住所・氏名・年齢・電話番号を明記してゆとろぎへ。
　１月 22日（金）必着。申込み多数の場合は抽選とさせていただきます。

嵐洋子先生　　　成城大学文芸学部英文学科卒業。横
浜国立大学大学院教育学研究科（日本語教育研究専
修）修了。MA Linguistics and English Language, 
University of Durham（英国）留学。大阪大学大学院
文学研究科博士（文学）。関西外語専門学校、龍谷大学、
追手門学院大学等で非常勤講師。2005 年 4月より杏
林大学講師（中国語・日本語学科・日本語教育学コース）。
専門は日本語音声学、日本語教育学。

野
島
佳
代
さ
ん　

１
９
９
８
年
、
台
湾
省
嘉
義
市
先
捷

外
語
機
構
日
語
科
非
常
勤
講
師
。
２
０
０
４
年
、
東
京

中
華
学
校
日
語
科
非
常
勤
講
師
。
01
年
か
ら
羽
村
日
本

語
学
習
会
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
中
。
青
梅
市

在
住
。

　

第
２
回
の
講
座
は
、
日
本
語
教
師
の
資
格

を
持
ち
、
実
際
に
日
本
語
を
教
え
て
い
る
野

島
佳
代
先
生
を
講
師
に
迎
え
て
、
受
講
者
自

身
が
外
国
人
に
な
っ
た
つ
も
り
で
、
日
本
語

学
習
の
実
際
を
体
験
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
市
内
で
活
動
し
て
い
る
日
本

語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
学
習
現
場
に
お

じ
ゃ
ま
し
て
、
外
国
籍
の
方
々
が
ど
の
よ
う

に
日
本
語
を
学
ん
で
い
る
か
を
見
学
し
ま

す
。
第
２
回
以
降
は
有
料
で
す
。
日
本
語
教

師
の
実
際
を
さ
ら
に
知
り
た
い
方
は
２
回

目
以
降
も
受
講
を
お
薦
め
し
ま
す
。

　

羽
村
市
に
は
現
在
、
約
１
６
０
０
名
の
外

国
籍
の
方
が
住
民
登
録
を
し
て
い
ま
す
。
そ

の
中
に
は
、
日
本
語
の
読
み
書
き
、
会
話
が

で
き
ず
、
不
自
由
な
思
い
を
し
て
い
る
人
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
身
近
な
と
こ
ろ
で
日

本
語
を
教
え
ら
れ
る
人
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
あ
な
た
も
日
本
語
教
師
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

宮本厚士氏　　1938 年生まれ。広島大学工業部卒業後、出光
興産（株）に入社。人事部生活設計相談室長を最後に５８歳で
早期退職。退職後は友人と定年（早期）退職者の活躍事例を調
査（取材・執筆）してきた。現在は、「定年前後の生き方（50
歳代からの意識改革）をテーマにして講演、執筆、個別相談、
TV・ラジオ出演など活躍中。

2009 年 12月から 2010 年３月にかけて開催が予定されている学習文化
事業のいくつかをご紹介します。初めてゆとろぎと市内の生涯学習関連団
体が協力・連携して実現した企画もあります。中高年世代のみなさん、寒
い冬だからこそ、学習文化事業で頭脳もハートも熱くなってください。た
くさんの方のご来場をお待ちしています。

■羽村市体育協会と市民活動・ボランティアセンターはむら連携事業

中高年のための地域活動入門

人生を楽しむ極意

の
実
習
を
行
い
、
打
ち
上
げ
た
「
そ
ば
」

を
堪
能
し
な
が
ら
参
加
者
同
士
の
交
流
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
羽
村
市
内
で
活
動
し

て
い
る
市
民
団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
紹
介
や

市
民
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
活

用
方
法
な
ど
を
同
セ
ン
タ
ー
職
員
か
ら
聞

き
ま
す
。

　

あ
な
た
は
定
年
後
の
長
い
人
生
を
ど
の

よ
う
に
過
ご
そ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
か
。

「
趣
味
も
楽
し
み
も
な
い
」

「
地
域
に
親
し
い
知
り
合
い
も
友
だ
ち
も

い
な
い
」

「
定
年
後
に
な
に
を
し
て
過
ご
し
た
ら
い

い
の
か
わ
か
ら
な
い
」

こ
ん
な
こ
と
を
思
っ
て
い
る
方
、思
い
切
っ

て
「
一
歩
」
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
日
本
語
教
師　
　

」入
門
（
全
４
回
）

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

5 ゆとろぎ通信 Vol. ７（2009年12月１日発行／通巻15号） 4ゆとろぎ通信 Vol. ７（2009年 12月１日発行／通巻 15号）

〈
協
力
〉
■
市
民
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
む
ら

■
翼
の
会
■
羽
村
日
本
語
学
習
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座



※本欄に記載の事業は計画段階のものも含まれています。諸般の都合により、開催日を変
更または取りやめることもあります。詳しくは「ゆとろぎイベントガイド」（毎月 15
日発行）あるいは「広報はむら」などをご参照ください。

※ゆとろぎは祝日を除く月曜日が休館日です。

12月 2010年１月 ２月 ３月

芸
術
鑑
賞

●12/12
羽村市特別学
級発表会
舞台発表の部

◆12/16
神津善行音楽文化講座　第3回
「歌手生活50周年を迎えた
菅原洋一さんを招いて」

◆1/20
神津善行音楽文化講座　第4回
「何故『琵琶語り』が面白いか
…についての講座と実演」

3/28 ●
羽村第３中学校吹奏楽部

卒業記念演奏会

●12/13
11弦ギターデュオ
「十和（TOWA）」

●12/23
人形劇団プーク
『ちびっこカムのぼうけん』

● 1/24
新ゆとろぎ寄席
（落語３題とマジック）

◆ 2/28
子ども芸能体験ひろば

●12/13
子ども映画会

●12/19
ゆとろぎ映画劇場

●1/10
子ども映画会

●2/14
子ども映画会

●3/7
子ども映画会

展
示
●12/4～8
羽村市小学校
絵画展

●12/11～15
羽村市特別支
援学級作品展

◆1/12～17
第８回西多摩再発見フォトコンテスト

NISHITAMA百景写真展

◆ 1/17
＜特別企画＞
織作峰子に学ぶ
やさしい写真教室

●1/20～24
ゆとろぎ所蔵作品展
（中根喜七郎寄贈作品より）

●2/27 
サイエンス・シアター
『草むらの宇宙』
ゲスト・栗林慧さん（昆虫写真家）

●2/19～27
サイエンス・フォト・ギャラリー

栗林慧
さとし

昆虫写真展

●3/3～14
大野美代子展
いのち　生命合成から宇宙まで

講
座
・
教
室

● 12/4・18
子育て中のお母さんのための講座
『絵付けでmy 食器』

◆2/2
ドキュメンタリー映画「bloom」
上映会＆交流会

●12/10・24
楽しく創る短歌入門

●1/14・28（最終回）
楽しく創る短歌入門

●2/11＜サロンでトーク＞
海外ボランティア体験談
ゲスト・青柳有佳さん

●1/21・28
ちょこっと体験工房
「のし袋の常識と書き方」

●2/9・16
ちょこっと体験工房
「スクラップ・ブッキング」

●12/19　
撮った後も楽しもう！
デジタルビデオ・DVD・
写真活用入門

●1/29・2/5・6・18
日本語教師
　　ボランティア入門

●2/7・22・3/7
人生を楽しむ極意

文
化
協
会

◎12/6
羽村フィルハーモニー
ウインターコンサート

◎1/10
サロンコンサート
琴の調べ

◎2/7
第８回
はむら音楽祭

◎2/10
サロンコンサート
声楽（テノール独唱）

図
書
館

■ 1/22・29・2/12・26
ボランティア養成講座
「ストーリーテリング」（全４回）

は
む
す
ぽ

■ 1/23
とん汁とスモークチキン作り

市
民
イ
ベ
ン
ト

■12/18～20
薫風会
展覧会

■1/8・15・22・29
パソコン教室
「名刺の作成」

■2/5・12・19・26
パソコン教室
「封筒宛名印刷」

■3/5・12・19・26
パソコン教室
「シールラベル
宛名印刷」

■3/23～28
墨水会
書道展

■12/20
音楽フェス
ティバルin
ゆとろぎ

■1/10
響けマリンバ
ニコニココンサート

■2/10～14
川島潤展
GO!GO!モーターサイクル

■3/21
ネクストウィンドー
オーケストラ

■3/25
都立青梅総合高等学校
吹奏楽部定期演奏会

（
●
＝
羽
村
市
教
育
委
員
会
主
催
／
◆
＝
羽
村
市
教
育
委
員
会
共
催
・
後
援
・
市
民
の
会
協
力
／
◎
＝
羽
村
市
文
化
協
会
主
催
・
後
援
／
■
＝
そ
の
他
）

12月～３月のイベントガイド

市
民
イ
ベ
ン
ト

ゆとろぎで行う羽村市教育委員会主催の事業のほか、市内の公
共団体が主催するイベントや社会教育関係団体の情報をお届け
します。羽村市教育委員会が主催・共催・後援するコンサート
のチケットは下記で取り扱っています。

ゆとろぎチケットカウンター（月曜日休館）9：00～17：00
☎ 042-570-0707
羽村市スポーツセンター（月曜日休館）9：00～17：00
☎ 042-555-0033
マルフジ青梅・羽村・福生市内
９店舗のサービスカウンター
西多摩新聞社チケットサービス
☎フリーダイヤル 0120-61-3737

※コンサートあるいは「一時保育（有料・要予約）」の申込み・
　問合せは、ゆとろぎへどうぞ。
※各イベントに関する問合せは、各主催者へお願いします。

ゆ

ス

マ

に

■
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◆
第
８
回
西
多
摩
再
発
見
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　
「N

IS
H
IT
A
M
A

百
景
写
真
展
」（
p.3
参
照)

１
／
12
（
火
）
〜
17
（
日
）、
午
前
10
時

〜
午
後
６
時
（
12
日
は
午
後
２
時
開
場
・

最
終
日
午
後
４
時
閉
場
）。
ゆ
と
ろ
ぎ
展

示
室
（
入
場
無
料
）。

●
ゆ
と
ろ
ぎ
所
蔵
作
品
展

１
／
20
（
水
）
〜
24
（
日
）、
午
前
10
時

〜
午
後
５
時
（
最
終
日
午
後
４
時
閉
場
）。

ゆ
と
ろ
ぎ
展
示
室
（
入
場
無
料
）。

●
サ
イ
エ
ン
ス
・
フ
ォ
ト
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

栗
林
慧
写
真
展
（
p.5
参
照)

２
／
19
（
金
）
〜
27
（
土
）、
午
前
10
時

〜
午
後
５
時
（
最
終
日
午
後
４
時
閉
場
）。

ゆ
と
ろ
ぎ
展
示
室
（
入
場
無
料
）。
マ
ク

ロ
写
真
の
第
一
人
者
・
栗
林
慧
（
さ
と
し
）

氏
が
撮
影
し
た
迫
力
満
点
の
昆
虫
写
真
を

展
示
。

●
大
野
美
代
子
展
（
p.3
参
照)

　

い
の
ち　

生
命
合
成
か
ら
宇
宙
ま
で

３
／
３
（
水
）
〜
14
（
日
）、
午
前
10
時

〜
午
後
５
時
（
最
終
日
午
後
４
時
閉
場
）。

ゆ
と
ろ
ぎ
展
示
室
（
入
場
無
料
）。

■
講
座
・
教
室

◆N
IS
H
IT
A
M
A

百
景
写
真
展
特
別
企
画

　
「
織
作
峰
子
に
学
ぶ
や
さ
し
い
写
真
教
室
」

１
／
17
（
日
）、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分
。
ゆ
と
ろ
ぎ
講
座
室
１（
入
場
無
料
）。

先
着
80
名
。（
p.3
参
照)

●
ち
ょ
こ
っ
と
体
験
工
房

「
の
し
袋
の
常
識
と
書
き
方
」

１
／
21
・
28
（
木
）、
午
前
10
時
〜
正
午
。

ゆ
と
ろ
ぎ
創
作
室
１
。
受
講
料
（
材
料
費

含
む
）
１
０
０
０
円
。
定
員
25
名
。

「
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ブ
ッ
キ
ン
グ
」

２
／
９
・
16
（
火
）、
午
前
10
時
〜
正
午
。

ゆ
と
ろ
ぎ
創
作
室
１
。
受
講
料
（
材
料
費

含
む
）
１
３
０
０
円
。
定
員
25
名
。

※
各
講
座
と
も
一
時
保
育
（
有
料
・
要
予
約
）

あ
り
。
受
講
希
望
者
は
往
復
ハ
ガ
キ
に

講
座
名
・
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を

明
記
し
て
、
ゆ
と
ろ
ぎ
へ
。

●
日
本
語
教
師
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座（
p.4
参
照)

第
１
回
「
日
本
語
教
師
入
門
」（
講
演
会
）

１
／
29
（
金
）、
午
後
２
時
〜
４
時
。
ゆ

と
ろ
ぎ
講
座
室
１
（
入
場
無
料
）。
講
師
・

ゆ
と
ろ
ぎ

羽
村
市
文
化
協
会

嵐
洋
子
先
生
（
杏
林
大
学
外
国
語
学
部
）。

第
２
回
「
日
本
語
学
習
体
験
」

２
／
５（
金
）、午
前
10
時
〜
正
午
。コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
学
習
室
１
Ａ
。講
師
・

野
島
佳
代
先
生
（
日
本
語
教
師
）。

第
３
回
「
日
本
語
教
室
体
験
①
」

２
／
６
（
土
）、
午
前
10
時
〜
正
午
。
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
１
階
大
会
議
室
）。
協
力

／
羽
村
日
本
語
学
習
会

第
４
回
「
日
本
語
教
室
体
験
②
」

２
／
18
（
木
）、
午
前
10
時
〜
正
午
。
羽

村
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
（
２
階

視
聴
覚
室
）。
協
力
／
翼
の
会
。

※
第
２
回
〜
４
回
の
受
講
料
５
０
０
円
。

◆
映
画
鑑
賞
と
交
流
会

　
「b

lo
o
m

〜
生
ま
れ
た
の
は
私
」

２
／
２
（
火
）、
午
前
10
時
〜
正
午
。
ゆ

と
ろ
ぎ
講
座
室
１
（
入
場
無
料
）。
母
と

な
っ
た
ば
か
り
の
女
性
の
リ
ア
ル
な
声
を

集
め
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を
観
て

交
流
し
ま
し
ょ
う
。
参
加
希
望
者
は
12
／

２
（
水
）
午
前
９
時
か
ら
☎
ま
た
は
直
接

ゆ
と
ろ
ぎ
へ
。
共
催
／
羽
村
市
子
育
て
支

援
課
。

●
「
人
生
を
楽
し
む
極
意
」（
p.4
参
照)

第
１
日
「
人
生
を
楽
し
む
ヒ
ン
ト
」

２
／
７
（
日
）、
午
前
10
時
〜
12
時
。
ゆ

と
ろ
ぎ
講
座
室
２
。
講
師
・
宮
本
厚
士
氏

（
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）。

第
２
日
「
心
と
体
の
健
康
」

２
／
22
（
日
）、
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
。

ゆ
と
ろ
ぎ
リ
ハ
ー
サ
ル
室
（
地
下
１
階
）。

第
３
日
「
そ
ば
打
ち
講
座
」

３
／
７
（
日
）、
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
調
理
研
修

室
。
講
師
・
島
田
辰
雄
氏
。

※
受
講
料
は
全
３
回
で
１
５
０
０
円
（
材

料
費
込
み
）。
参
加
希
望
者
は
往
復
ハ
ガ

キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し

て
、
ゆ
と
ろ
ぎ
へ
。

●
サ
ロ
ン
で
ト
ー
ク
（
p.5
参
照)

「
青
柳
有
佳
さ
ん
の

　
　

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
談
」

２
／
11
（
祝
・
木
）、
午
後
２
時
〜
４
時
。

ゆ
と
ろ
ぎ
講
座
室
１
（
入
場
無
料
）。
青

年
海
外
協
力
隊
ほ
か
で
モ
ロ
ッ
コ
や
ド
ミ

ニ
カ
で
子
ど
も
た
ち
に
日
本
語
や
日
本
の

文
化
を
教
え
た
青
柳
有
佳
さ
ん
を
ゲ
ス
ト

に
招
い
て
、
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
経
験

し
た
貴
重
な
話
を
お
聞
き
し
ま
す
。

◎
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

「
琴
の
調
べ
」

１
／
10
（
日
）、
正
午
〜
12
時
40
分
。
ゆ

と
ろ
ぎ
ロ
ビ
ー
（
入
場
無
料
）。
出
演
は

雅
の
会
、
羽
村
三
曲
会
ほ
か
。
開
催
日
時

は
変
更
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

「
声
楽　

テ
ノ
ー
ル
独
唱
」

２
／
20
（
土
）、
正
午
〜
12
時
30
分
、
ゆ

と
ろ
ぎ
ロ
ビ
ー
（
入
場
無
料
）。
出
演
は

小
岩
井
雅
人
氏
。
日
本
の
歌
を
中
心
に
独

唱
。

◎
第
８
回
は
む
ら
音
楽
祭

　
「
世
界
の
音
楽
め
ぐ
り
」

２
／
７
（
日
）、
開
場
午
後
12
時
30
分
、

開
演
午
後
１
時
。ゆ
と
ろ
ぎ
大
ホ
ー
ル（
入

場
無
料
）。
羽
村
市
音
楽
連
盟
に
加
盟
す
る

音
楽
団
体
・
サ
ー
ク
ル
が
一
堂
に
会
し
て
、

世
界
の
民
謡
や
各
国
を
代
表
す
る
曲
な
ど

を
歌
と
演
奏
で
発
表
。
メ
ド
レ
ー
で
世
界

を
巡
り
ま
す
。

●
サ
イ
エ
ン
ス
・
シ
ア
タ
ー
（
p.5
参
照)

　
「
草
む
ら
の
宇
宙
」

２
／
27
（
土
）、
午
前
10
時
〜
正
午
。
ゆ

と
ろ
ぎ
小
ホ
ー
ル
（
入
場
無
料
）。
ゲ
ス

ト
に
昆
虫
写
真
家
・
栗
林
慧
（
さ
と
し
）

氏
を
迎
え
て
、
独
自
に
開
発
し
た
マ
ク
ロ

レ
ン
ズ
を
通
し
て
観
る
、
ミ
ク
ロ
の
世
界

の
不
思
議
な
面
白
さ
を
お
聞
き
し
ま
す
。

（撮影／平田栄一）

は
む
す
ぽ

羽
村
市
図
書
館

■
芸
術
鑑
賞

●
11
弦
ギ
タ
ー
デ
ュ
オ

　
「
十
和
（T

O
W
A

）」
コ
ン
サ
ー
ト

12
／
13
（
日
）、
開
場
午
後
６
時
・
開
演
午

後
６
時
30
分
。
ゆ
と
ろ
ぎ
小
ホ
ー
ル
（
全

席
自
由
）。〈
前
売
り
〉２
０
０
０
円（
大
人
・

子
ど
も
共
通
）・〈
当
日
売
り
〉２
５
０
０
円
。

未
就
学
児
の
入
場
は
で
き
ま
せ
ん
。
一
時

保
育
あ
り
（
有
料
・
要
予
約
）。

◆
神
津
善
行
音
楽
文
化
講
座
（
第
３
回
）

　
「
歌
手
生
活
50
周
年
を
迎
え
た

　

菅
原
洋
一
さ
ん
を
招
い
て
」

12
／
16
（
水
）、
開
場
午
後
１
時
・
開
演
午

後
２
時
。
ゲ
ス
ト
・
菅
原
洋
一
さ
ん
。
ゆ

と
ろ
ぎ
大
ホ
ー
ル
（
全
席
自
由
）。
一
般

２
０
０
０
円
。
未
就
学
児
の
入
場
は
で
き

ま
せ
ん
。一
時
保
育
あ
り（
有
料
・
要
予
約
）。

●
人
形
劇
団
プ
ー
ク
公
演

　
「
ち
び
っ
こ
カ
ム
の
ぼ
う
け
ん
」

12
／
23
（
祝
・
水
）、
開
場
午
後
２
時
・

開
演
午
後
２
時
30
分
。
ゆ
と
ろ
ぎ
大
ホ
ー

ル
（
全
席
指
定
）。〈
前
売
り
・
当
日
売
り

共
通
〉
一
般
２
５
０
０
円
／
３
歳
〜
高
校

生
１
５
０
０
円
／
グ
ル
ー
プ
割
引
（
10
枚

以
上
同
時
購
入
）
１
人
５
０
０
円
引
き
。

協
力
／
（
特
）
子
ど
も
の
文
化
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

子
ど
も
劇
場
西
多
摩
。
４
歳
未
満
の
児
童

は
保
護
者
の
ひ
ざ
の
上
な
ら
無
料
。
一
時

保
育
あ
り
（
有
料
・
要
予
約
）。

◆
神
津
善
行
音
楽
文
化
講
座
（
第
４
回
）

　
「
何
故
「
琵
琶
語
り
」
が
面
白
い
か
…
に

　

つ
い
て
の
講
座
と
実
演
」

１
／
20
（
水
）、
開
場
午
後
１
時
・
開
演
午

後
２
時
。
ゲ
ス
ト
・
坂
田
美
子
さ
ん
。
ゆ

と
ろ
ぎ
大
ホ
ー
ル
（
全
席
自
由
）。
一
般

２
０
０
０
円
。
未
就
学
児
の
入
場
は
で
き

ま
せ
ん
。
一
時
保
育
あ
り（
有
料
・
要
予
約
）。

●
ゆ
と
ろ
ぎ
寄
席
（
p.1
参
照)

１
／
24
（
日
）、
開
場
午
後
２
時
・
開
演
午

後
２
時
30
分
。
ゆ
と
ろ
ぎ
小
ホ
ー
ル
（
全

席
自
由
）。
一
般
〈
前
売
り
〉
１
０
０
０
円
・

〈
当
日
売
り
〉
１
２
０
０
円
、
高
校
生
以
下

５
０
０
円
。
未
就
学
児
の
入
場
は
で
き
ま

せ
ん
。
一
時
保
育
あ
り
（
有
料
・
要
予
約
）。

ゆ

市
民
団
体
・
グ
ル
ー
プ
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン

ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
や

一
時
保
育
に
つ
い
て
は
各
問
合
せ
先
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

■
パ
ソ
コ
ン
な
か
ま
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

○
名
刺
の
作
成　

　

1
／
８
・
15
・
22
・
29
（
金
）

○
封
書
あ
宛
名
印
刷

　

2
／
５
・
12
・
19
・
26
（
金
）

○
シ
ー
ル
ラ
ベ
ル
印
刷　

３
／
５
・
12
・
19
・
26
（
金
）

い
ず
れ
も
午
前
ク
ラ
ス
か
午
後
ク
ラ
ス
の

ど
ち
ら
か
を
選
択
。ゆ
と
ろ
ぎ
講
座
室
２
。

〈
問
合
せ
〉
並
木
☎0

4
2
-5
5
5
-1
4
8
9
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■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　
「
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
」（
全
４
回
）

１
／
22
・
29
、
２
／
12
・
26
（
全
金
曜
日
）、

午
前
10
時
〜
正
午
。
図
書
館
本
館
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
室
。
講
師
・
平
塚
ミ
ヨ
さ
ん
（
く

に
た
ち
お
話
の
会
）

「
昔
む
か
し
、
あ
る
と
こ
ろ
に･･･

」

昔
か
ら
語
り
継
が
れ
て
き
た
お
は
な
し

は
、
子
ど
も
た
ち
の
心
を
養
う
糧
と
な
り

ま
す
。
お
は
な
し
を
覚
え
て
語
る
ス
ト
ー

リ
ー
テ
リ
ン
グ
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

〈
対
象
〉
学
校
や
地
域
の
子
ど
も
の
集
ま

る
場
所
で
、
お
は
な
し
に
携
わ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
す
る
予
定
の
あ
る
方
。

※
一
時
保
育
あ
り
（
１
歳
半
〜
未
就
学

子
ど
も
芸
能
体
験
ひ
ろ
ば

小
中
学
生
を
対
象
に
し
た
、寄
席
や
邦
楽
、

日
本
舞
踊
な
ど
の
日
本
の
伝
統
芸
能
を
身

近
に
体
験
し
鑑
賞
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

参
加
に
は
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。
詳

細
は
「
広
報
は
む
ら
」
も
し
く
は
「
ゆ
と

ろ
ぎ
イ
ベ
ン
ト
ガ
イ
ド
」
を
ご
参
照
く
だ

さ
い
。
主
催
／
東
京
都
・
東
京
都
歴
史
文

化
財
団
・
こ
ど
も
芸
能
体
験
広
場
実
行
委

員
会
。
共
催
／
羽
村
市
教
育
委
員
会
。

○
開
催
日　

２
月
28
日
（
日
）

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム　

午
前
10
時
〜

鑑
賞
プ
ロ
グ
ラ
ム　

午
後
２
時
30
分
〜

○
会
場　

ゆ
と
ろ
ぎ
大
ホ
ー
ル
ほ
か

○
入
場
無
料

児
。
費
用
１
回
50
円
）。
受
講
希
望
者
は

１
月
12
日(

月
・
祝)

ま
で
に
、
電
話

（5
5
4
-2
2
8
0

）
ま
た
は
直
接
図
書
館
へ
。

■
と
ん
汁
と
ス
モ
ー
ク
チ
キ
ン
作
り

　

１
／
23
（
土
）
午
前
９
時
〜
午
後
２
時
。

堰
下
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
広
場
。
先
着
20
名

（
小
学
生
以
上
）。
会
員
１
０
０
０
円
・
ビ

ジ
タ
ー
１
２
０
０
円
。
日
程
は
変
更
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
「
は
む
す

ぽ
」
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ゆゆ

ゆ
ス
マ
に

ゆ
ス
マ
に



無
断
転
載
を
お
断
り
し
ま
す
。
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・
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・
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澤
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【
担
当
者
の
ひ
と
り
言
】

♧
小
規
模
で
す
が
、
ゆ
と
ろ
ぎ
の
情
報
発
信
に

つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
貴
重

な
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
っ
た
み
な
さ
ま
に

感
謝
。（
え
く
ぼ
）

♠
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、
来
年
度
企
画

を
立
案
中
で
す
。
ゆ
と
ろ
ぎ
へ
来
て
下
さ
る
皆

様
が
私
た
ち
の
元
気
の
「
源
」
で
す
。 

（
関
沢
）

♥
こ
こ
２
、３
日
冷
え
込
む
日
が
続
き
、
い
よ

い
よ
冬
到
来
か
と
覚
悟
し
た
ら
、
街
路
樹
も
色

づ
い
て
い
る
。
皆
様
の
お
す
す
め
紅
葉
狩
、
ベ

ス
ト
ス
ポ
ッ
ト
は
ど
こ
で
す
か
？
（
ヒ
ゲ
タ
）

△
来
年
、
ゆ
と
ろ
ぎ
は
開
館
５
年
目
を
迎
え
ま

す
。
開
館
前
の
ド
タ
バ
タ
を
含
め
る
と
、
あ
っ

と
言
う
間
の
６
年
で
し
た
。
こ
こ
ら
で
私
も
自

分
の
生
涯
学
習
に
真
剣
に
取
り
組
も
う
か
と
思

い
ま
す
。
ま
た
い
つ
か
、
ど
こ
か
で
お
会
い
し

ま
し
ょ
う
。（
ヒ
ラ
タ
）

■
芸
術
鑑
賞
部
会
に
沢
山
の
新
人
を
お
迎
え
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ

り
一
層
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
プ
ラ
ン
創
り
が
楽

し
み
で
す
。「
ハ
イ
！
イ
ラ
ッ
シ
ャ
イ
、
イ
ラ
ッ

シ
ャ
ー
イ
」 （
平
原
）

♤
激
動
の
１
年
が
終
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
不

安
定
な
世
相
の
と
き
こ
そ
芸
術
文
化
の
高
揚
が

必
要
か
と
考
え
ま
す
が
、
い
か
が
？
（
ふ
く
さ
）

♣
産
業
祭
、
体
育
祭
、
文
化
祭
な
ど
で
収
穫
を

味
わ
っ
た
後
は
来
年
の
仕
込
み
で
す
。
せ
わ
し

い
中
で
も
あ
れ
こ
れ
と
楽
し
い
「
事
業
仕
分
け
」

に
心
が
躍
り
ま
す
。 

（
藤
原
）

◇
情
報
発
信
の
ア
ン
ケ
ー
ト
、
予
想
を
超
え
る

認
知
度
。
よ
り
い
っ
そ
う
市
民
の
皆
様
に
求
め

ら
れ
る
情
報
の
発
信
に
努
め
な
け
れ
ば
と
、
心

新
た
に
。 

（
古
澤
）

♡
あ
っ
と
い
う
間
の
１
年
で
し
た
。
沢
山
の
人

に
出
会
え
、
貴
重
な
経
験
が
で
き
ま
し
た
。
市

民
の
会
会
員
の
皆
様
、
事
務
局
、
職
員
の
皆
様

に
感
謝
、
感
謝
デ
ス
。 

（
堀
）

▼
一
歩
先
行
く
ゆ
と
ろ
ぎ
と
市
民
の
会
、
今
年

も
暮
れ
を
迎
え
ま
し
た
。
多
く
の
知
恵
と
ご
奉

仕
が
ゆ
と
ろ
ぎ
の
特
色
を
一
層
鮮
や
か
な
も
の

に
し
て
、
皆
さ
ん
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

皆
様
ど
う
ぞ
良
い
お
年
を
！ 

（
村
山
）

◇
循
環
型
学
習
の
「
循
環
」
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
た
。
循
環
す
る
も
の
は
、人
と
物
事（
芸
・

技
・
知
識
）
の
他
に
、
付
加
価
値
あ
る
情
報
、

必
要
な
お
金
、
そ
し
て
、
相
手
を
大
切
に
す
る

「
仁
愛
」
も
含
ま
れ
る
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。 

（
山
本
）

ゆとろぎ
クラブ

第40回を迎えた羽村市文化祭が
盛大に開催されました
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去
る
10
月
17
日
か
ら
11
月
８
日
ま
で
、

Ⅲ
期
に
わ
た
り
、『
第
40
回
羽
村
市
文
化

祭
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
秋
に
全
館
を
使
っ
て
開
催
さ
れ

る
文
化
祭
は
、
羽
村
市
文
化
協
会
が
主
管

し
、
市
内
生
涯
学
習
サ
ー
ク
ル
の
成
果
が

一
堂
に
集
結
す
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

40
回
目
の
節
目
を
迎
え
た
今
回
、
参
加

団
体
数
は
70
を
超
え
ま
し
た
。
趣
向
を
凝

ら
し
、
丹
精
込
め
た
美
術
・
工
芸
・
手
芸
、

写
真
の
作
品
展
示
、
立
派
な
ス
テ
ー
ジ
で

披
露
す
る
音
楽
や
踊
り
の
晴
れ
舞
台
、
コ

ツ
コ
ツ
と
学
び
、
深
め
て
き
た
俳
句
や
短

歌
、
写
経
、
篆
刻
、
連
鶴
…
。
ジ
ャ
ン
ル

は
多
岐
に
わ
た
り
、
就
学
前
の
子
ど
も
か

ら
大
正
生
ま
れ
の
高
齢
者
ま
で
、「
打
ち

込
む
も
の
」
を
持
つ
人
々
の
幸
せ
が
全
館

に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
何
か
趣
味
を
も
ち
た
い
」「
地
元
に

友
人
を
作
り
た
い
」
と
思
い
な
が
ら
き
っ

か
け
が
つ
か
め
ず

に
い
る
方
、
来
年

の
文
化
祭
に
は
ぜ

ひ
足
を
運
ん
で
み

11 月 7日（土）、文化祭で賑わうゆとろぎのレストラ
ン“コナモーレ”で結婚パーティーがありました。こ
の日ご結婚されたのは、新郎の高橋さんと新婦の萩本
さん。両家のご家族が囲んだテーブルには、お二人の
新たな門出を心から祝福するアットホームな雰囲気が
溢れていて、ゆとろぎを訪れた人たちもお祝いの微笑
みを贈っていました。“コナモーレ”の話では、結婚パー
ティーは初めてだとか。こんな利用法もちょっといい
かもしれませんね。新郎新婦さん、末永くお幸せに！

ゆと
ろぎ
で

ハッ
ピー

ウェ
ディ
ング

て
く
だ
さ
い
。
歌
で
も
絵
で
も
踊
り
で

も
、サ
ー
ク
ル
ご
と
に
個
性
が
あ
り
ま
す
。

「
あ
、
こ
の
感
じ
、
好
き
だ
な
」
と
思
っ

た
ら
直
接
メ
ン
バ
ー
に
話
し
か
け
て
み
ま

し
ょ
う
。そ
の
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
で
、

新
し
い
世
界
が
拓
け
て
き
ま
す
。
ゆ
と
ろ

ぎ
は
だ
れ
に
で
も
開
か
れ
た
学
び
の
空
間

で
す
。

（撮影／藤原忠）

（写真提供／田村好氏（羽村市文化協会））

協
力
■
羽
村
市
文
化
協
会

羽
村
市
図
書
館

は
む
す
ぽ　


